
蘭
書

ヒ、

ン

不

ト

カ

ス

、ソ

ト
Lコ

と

白
雲
の

「和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」

tま

じ

め

江
戸
時
代
始
め
て
腐
蝕
銅
版
画
の
創
製
に
天
明
三
年
(
一
七
八
三
)
成
功
し
た
が
、

創
製
者
司
馬
江
漢
が
参
照
依
拠
し
た
蘭
書
が
シ
ョ
メ
ー
ル
原
著
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
家

庭
日
用
百
科
辞
典
七
冊
本
の
銅
版
画
関
係
項
目
で
あ
り
、

ま
た
ボ
イ
ス
の
新
完
全
科

学
技
術
辞
典
十
冊
本
中
の
プ
レ
ス
l

凹
版
印
刷
機
の
図
も
参
考
に
し
た
で
あ
ろ
う
、

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
「
司
馬
江
漢
創
製
の
腐
蝕
銅
版
画
技
法
の
原
典
に
つ
い
て
」

と
題
し
て

『
美
術
研
究
』
二
六
五
、

六
号
に
す
で
に
述
べ
た
。

し
か
し
江
漢
が
創
製
か
ら
十
五
年
後
の
寛
政
十
年
(
一
七
九
八
〉

(

一

)

ん
だ
俗
話
』
で
引
用
列
挙
し
た
蘭
書
に

に
書
い
た
『
お
ら

「
ホ
イ
ス
」
「
シ
ョ
メ

l
ル
」
「
コ
ン
ス
ト
カ

ピ
ネ
ッ
ト
」

の
三
種
が
あ
る
。
前
記
論
文
発
表
当
時
は
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
の
国

内
で
の
存
在
を
『
見
在
蘭
書
目
録
』
な
ど
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
ず
、
前
稿
の
お
わ

り

「
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
を
参
考
に
し
た
か
も
知
れ
な
い
」
と
述
べ
る
ほ
か
な

、a

つ

n-
o

カ

中
i

そ
の
後
問
題
の
蘭
書
に
、
著
者
の
異
な
る
二
本
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が
判
り
、

両
原
本
の
コ
ピ
イ
を
ラ
イ
デ
ン
大
学
日
本
学
セ
ン
タ
ー
の

W
・
J
・
ブ

l
ト
氏
に
依

蘭
書
『
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
』
と
白
雲
の
「
和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」

声量手
目

野

rr日
ド冴

頼
し
て
取
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

「
二
種
の
コ
ン
ス
ト
カ
ビ
ネ
ッ
ト
」
と
題

し

そ
の
両
書
の
概
略
に
つ
い
て
報
告
し
た
(
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
三
四
一
号
、

一
九
七
九
、
四
・
二
一
、
津
山
市
〉
。
そ
の
報
告
は
き
わ
め
て
簡
略
な
も
の
な
の
で
補
足

す
れ
ば
、

そ
の
内
の
一
書
は

r
r
s
n
F
E。ち。
E
ω
F
C
L
σ
B
8
2
六
八
三
l
一
七
五
七
〉

の
著
書
で
、
正
確
な
書
名
、
発
行
年
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
(
挿
図

1
1

問
。
ロ

ω停州
w
r
E
2
〈
山
口
〈

2
r
o同問。ロ
Lr史
甘
口
門
目
。
同
ロ

mwHC口同
O
W

〈
ゆ
吋
〈
巳

Z
ロ門】
0
0
0
ロ
白
山
口
件
。
-
〈
釦
ロ

2
2
仏ぬ

ω
2
2
r。ロ
L
2仏
関
与
巳
ヨ
ゆ
}
内
。
ロ

ω
z
z
r
r
g
巳
ω
白
色

wu己
ωの
宮
"
の

r
o
B貯の
r
p

ミ
日
間
)
内
二

F
2
2。
r
p
g
m凶
m
-
R
r
P
8
8ロ。
B
2の
rou
自
己

ro自
己
貯
の
「
命
。
ロ
自
己
め
円
。
。
ロ
円
四

2
・

J
S
G
g
E
2円
・
ム

ω
Z
F
F
g
(
H
r
L・)
N
。
門H
E
F
K
F自
己

2
門目白

BU

(
一
一
〉

H
吋
吋

C
l
∞
∞
・
∞
。

右
記
の
通
り
一
冊
に
綴
じ
て
あ
る
が
、
各
巻
に
は
中
扉
、

目
次
が
あ
り
、

そ
れ
に

よ
る
と
第
一
巻
一
七
七

O
年
、
第
二
巻
一
七
八
一
年
、
第
三
巻
一
七
八
五
年
、
第
四

巻
一
七
八
八
年
と
あ
る
。

し
た
が
っ
て
そ
の
本
は
大
槻
玄
沢
の
『
蘭
学
階
梯
』
巻
下

「
書
籍
」

の
章
に
挙
げ
た
蘭
書
二
十
一
種
の
中
の

「
天
文
測
量
諸
術
芸
ノ
書
ナ
リ
」

と
解
説
し
た
五
種
の
う
ち
の

一
冊
で
あ
る

コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
に
は
該
当
し
な

し、。

何
故
な
ら
ば
同
書
の
成
稿
は
天
明
三
年
(
一
七
八
三
〉
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
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ま
た
す
で
に
報
告
し
た
よ
う
に
山
村
才
助
(
一
七
七
O
ー
一
八

O
七〉

は
ザ
者
室
田



美

研

号

術

究

『
西
洋
雑
話
』
(
享

和
元
年

J¥ 。

著
、
嘉
永
元
年
一
八

四
八
刊
〉

の
第
三
、

挿図 1

四
巻
中
の
八
つ
の

(
一
一
一
〉

章
に
引
用
翻
訳
し

て
い
る
。

し
か
し

そ
の
コ
ン
ス
ト
カ

ピ
ネ
ッ
ト
の
中
に
は
絵
具
の
製
法
に
ふ
れ
た
章
は
わ
ず
か
に
あ
る
が
、
版
画
関
係
の

記
事
は
な
い
。
山
村
才
助
は
同
書
の
こ
と
を
「
リ
ュ
ツ
デ
マ
ン
が
奇
方
秘
画
」
と
呼

ん
だ
。も

う
一
つ
の
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
こ
そ
が
大
槻
玄
沢
が
挙
げ
た
諸
術
芸
ノ
書
の

一
種
で
あ
り
、
司
馬
江
漢
が
『
お
ら
ん
だ
俗
話
』
で
引
用
し
た
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ

ト
で
あ
る
。
原
書
の
表
題
は
後
記
す
る
が
、
そ
れ
を
才
助
流
に
訳
せ
ば
『
建
築
・
絵

画
・
彫
刻
・
版
画
美
術
宝
画
』
と
な
る
。
表
題
に
あ
る
通
り
版
画
関
係
の
記
事
も
あ

り
、
わ
ず
か
だ
が
技
法
に
関
す
る
記
事
も
あ
る
。

な
お
や
は
り
前
記
論
文
発
表
当
時
に
は
確
認
し
て
い
な
か
っ
た
画
僧
白
雲
の
書
き

遺
し
た
『
彩
絵
方
』
と
題
し
た
絵
画
用
諸
材
料
、
用
具
、
あ
る
い
は
諸
家
の
画
法
等

の
項
目
を
蒐
め
た
記
録
の
中
に

「
和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」
と
い
う
項
が
あ
り
、
そ
れ
に

当
時
と
し
て
は
珍
ら
し
い
凹
版
印
刷
機
の
ス
ケ
ッ
チ
風
の
図
ま
で
入
れ
て
あ
る
。
江

戸
期
の
プ
レ
ス
を
図
示
し
た
も
の
は
今
ま
で
に
高
森
観
好
の
『
西
洋
画
談
』

に
見
ら

れ
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
白
雲
の
そ
の
項
は
大
変
貴
重
で
あ
ろ
う
と
思
え
る
。
観
好

の
図
は
前
稿
に
す
で
に
載
せ
た
。
蘭
書
『
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
』
と
白
雲
の

和

蘭
陀
銅
板
絵
法
」
と
の
こ
つ
を
前
稿
に
追
加
補
足
す
る
。
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蘭
書
『
コ
ン
ス
ト
カ
ビ
ネ
ッ
ト
』

表
題
の
蘭
書
は
シ
ョ
メ

l

ル
七
冊
本
の
絵
画
技
法
の
項
の

(
四
)

作
を
残
し
た
有
名
か
っ
最
良
の
著
者
た
ち
」
と
小
見
出
し
の
あ
る
個
所
に
も
で
て
い

「
絵
画
術
に
関
す
る
著

る
。
そ
こ
で

「
本
書
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
て
い
る
が
、

オ
ラ
ン
ダ
語
の
翻
訳
、
が

ユ
ト
レ
ヒ
ト
で
一
七
四
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
」
と
あ
る
。

そ
の
原
著
者
は

明-。同市山口同

]
。
。
。
宮
吋
何
(
オ
ラ
ン
ダ
語
版
で
は

E
0
5己
百
]
め
の
o
目
Z
と
あ
る
〉

で
、
三
巻
本
で
あ
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
語
版
は
二
巻
二
冊
本
(
挿
図
2
、
3
)

で

問。ロ
ω
p
m
w
r
E
2
仏

2
回。出羽
J
ω
。E
5
2
J
出

2
E
r
o戸
当
'
。
ロ
の
EJ可。
σ
同日門戸ロハ日
w

一戸、吋
hHF

戸
V

可

R
Z

そ
の
内
容
の
コ
ピ
イ
は
前
述
の
よ
う
に
入
手
し
た
が
、

さ
ら
に
仏
文
原
本
の
コ
ピ

イ
や
蘭
文
原
本
も
獲
る
こ
と
が
で
き
た
。
円
。
。
。
E
Z
の
同
書
は

F
g
〉

L
Z
B
2
5

(
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
)

の
作
っ
た
版
画
関
係
の
文
献
目
録
ハ
『
世
界
版
画
大
系
』
筑
摩

書
房
一
九
七
四
年
〉

の

冨

8
5
F
の
二
番
目
に
次
の
よ
う
に
挙
げ
て
あ
る
。

戸内げの
O
冨
吋
肘

(
2
0
5口同〉"の与
5
2
仏

g
ω
5
m己
R
E
W
N

門
可
岱
一
円
。

r-件
。
。
丹
C
H
A
M
-
-
・0
仲
間
門
町
円
〈
己
H
A
Y
M
)岱
岡
山

F

H

岱
由
也

l
H
J
1
0
0
・
ω〈
。
-
-

山口
l

∞o
w
v
E
-
w
回
E
M
O
F
w
p
H吋
C
N
W

可州凶円四・国。
---wH寸志・

原
著
者
司
Z
B
E
F
C
E
Z
は
フ
ラ
ン
ス
の
考
古
学
者
で
、

十
七
世
紀
半
ば
頃
の

生
れ

一
七
一
二
年
パ
リ
で
死
亡
。
画
家
、
彫
刻
家
を
名
の
り
、
画
商
も
営
ん
だ
。

著
書
と
し
て
は
こ
の
の
与
5
2
・
:
が
一
記
録
さ
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
語
版
に
は

「
フ
ラ
ン
ス
語
版
に
よ
る
」
と
あ
る
の
み
で
、
翻
訳
者
名
は

な
い
。
当
時
の
翻
訳
で
は
、
本
の
性
格
内
容
に
も
よ
る
の
だ
ろ
う
が
、
必
ず
し
も
原

書
の
忠
実
な
翻
訳
と
限
っ
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
よ
う
で
、

こ
の
コ
ス
ト
カ
ピ
、
ネ
ッ



ト
で
も
記
述
の
順
序
、
構
成
は
同
じ
よ
う
だ
が
、
内
容
に
省
略
が
認
め
ら
れ
る
個
所

や
項
目
の
見
出
し
の
扱
い
に
違
い
が
あ
る
。

。へ

l
ジ
毎
の
行
数

言
葉
が
異
な
り
、

(
フ
ラ
ン
ス
語
版
三
二
行
、

オ
ラ
ン
ダ
語
版
四
十
行
詰
〉
も
違
い
、

比
較
す
る
の
は
無
理
だ

が
、
総
ペ
ー
ジ
数
だ
け
で
見
較
べ
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
語
原
本
三
巻
本
の
一
六
二
四
べ

ー
ジ
は
オ
ラ
ン
ダ
語
版
二
巻
本
で
は
一
一
一
一
六
ペ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
(
献
辞
、

は

し
が
き
、
索
引
等
を
含
む
〉
。

オ
ラ
ン
ダ
語
版
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
原
本
の
開
巻
闘
頭
に
あ

る
建
築
及
び
建
築
家
略
史

ωo日
目
立

E
8
5
A
5
E
R
r
-件。。
5
0
2
r
:吋の
Ezgw

の
四
八
ペ
ー
ジ

は
全
く
欠
落
し

て
い
る
。

し
た

が
っ
て
表
題
に

あ
る
建
築
に
関

す
る
記
述
は
オ

ラ
ン
ダ
語
版
に

挿図 2

は
わ
ず
か
し
か

見
当
ら
な
い
。

彫
刻
に
つ
い
て

も
少
な
く
、
絵

画
、
版
画
関
係

が
多
く
、
版
画

家
に
関
す
る
記

述

が

最

も

多

い
。
美
術
史
上蘭

書
『
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
』
と
白
雲
の
「
和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」

の
記
述
は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
画
家
彫
刻
家
か
ら
始
ま
り
十
七
世
紀
後
半
ま
で
を
扱
っ

て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
巻
末
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
。
へ
l
ジ
ご
と
の
主
要
内
容
、
人
名
を
挙

げ
た
索
引
が
あ
る
が
、

そ
の
人
名
は
第
一
巻
で
二

O
一
人
、
第
二
巻
で
一
二

O
O人

が
数
え
ら
れ
る
。
主
要
な
美
術
家
は
重
複
し
て
出
て
く
る
場
合
が
あ
る
一
方
、

本
文

に
名
前
が
出
て
く
る
美
術
家
で
も
索
引
に
は
出
て
い
な
い
人
が
い
る
の
で
、
扱
っ
た

総
数
で
は
大
差
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

銅
版
画
技
法
に
関
連
し
た
章
は
第
一
、

二
巻
の
双
方
に
あ
る
。
第
一
巻
で
は

一
般
的
な
版
画
美
術
の
原
則
に
つ
い
て
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
・
:
:
:
:
:
:
一

O
五
ペ
ー
ジ

彫
版
の
た
め
の
技
法
、
先
ず
銅
版
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
:
-
j
i
-
-
-
一
O
七

明
暗
を
ず〉

け
る

と

。
九

髪
と
ひ
げ

ペ〉

し、

て

彫
刻
作
ロ
ロ口

三〉

し、

て

織
物

v:) 

し、

て

ビ
ロ
ー
ド
と
ビ
ロ
ー
ド
ま
が
い
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
一一一ニ

建
築
作
品
に
つ
い
て
:
j
i
-
-
:
-
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
一
一
一
二

風
景
画
に
つ
い
て
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
一
一
一
二

陰
影

ペ〉

し、

て

四

水

ペ〉

し、

て

五

壁胃について・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一一六

作
品
が
保
有
す
べ
き
一
致
点
と
し
き
た
り
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
一
一
六

エ
ッ
チ
ン
グ
す
る
た
め
の
方
法
と
そ
の
特
質
:
・
:
:
j
i
-
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
一
一
九

第
二
巻
で
は
版
画
知
識
論
の
章
に

既
述
の
高
名
な
版
画
家
た
ち
の
生
涯
と
作
品
群
:
:
j
i
-
-
j
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
四
六
六

挿図 3

良
好
な
エ
ッ
チ
ン
グ
用
フ
ェ
ル
ニ
ス
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・:
:
四
八
二

強
水
を
ピ〉

く
る
口
口口

目

四
/¥. 
/'¥ 
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以
上
第
一
巻
で
は
最
後
の
項
目
を
除
い
て
す
べ
て
彫
刻
銅
版
画
に
関
す
る
記
述
で

あ
り
、
論
議
で
あ
る
。
初
め
の
版
画
技
術
の
原
則
に
つ
い
て
の
項
で
は
、
基
本
は
素

描
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
著
者
の
考
え
と
い
う
か
、
あ
る
い

は
当
時
の
風
潮
と
し
て
当
然
の
こ
と
な
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
版
画
を
絵
画
や
素
描
の

複
製
製
作
の
技
術
と
見
倣
し
、

し
か
も
そ
の
為
に
よ
り
良
質
の
も
の
を
作
り
得
る
よ

う
な
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
す
な
わ
ち
素
描
を
次

の
よ
う
に
説
く
、
彫
版
家
司
F
E
8
1
2
の
素
描
は
画
家
伊
E
5
2
の
素
描
と
は
方

法
が
全
く
異
な
り
、
描
く
べ
き
古
代
の
手
法
や
画
風
に
慣
熟
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
は
著
名
な
巨
匠
た
ち
の
最
良
の
絵
画
、
素
描
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
べ

き
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
ら
巨
匠
た
ち
の
絵
画
作
品
を
模
写
す
る
こ
と
を
奨
め
、

し
か

も
そ
の
模
写
は
堅
実
で
正
確
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
ラ

フ
ァ
エ
ル
、

プ
ッ
サ
ン
等
の
作
品
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
オ

l
ガ
ス

(
五
)

テ
ィ
ン
・
カ
ル
ラ
ッ
チ
や
フ
ィ
ラ
メ
ナ
の
彫
っ
た
版
画
を
な
お
ざ
り
に
せ
ず
よ
く
見

カ
ル
ラ
ッ
チ
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
い
、

さ
ら
に
建
築
物
を
版
画
に
す
る
場
合
は
遠
近
法
が
必

要
な
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

次
の
彫
版
の
た
め
の
技
法
、
先
ず
銅
版
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

の
項
で

は
彫
刻
万
の
E
2
2
'
C
N
R
の
先
端
は
よ
く
砥
い
で
お
か
な
け
れ
ば
、
き
れ
い
な
版
画

は
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、

銅
版
は
や
わ
ら
か
い
赤
い
銅
版
を
使
う
こ

と
、
ま
た
そ
の
銅
版
は
使
う
前
に
よ
く
磨
い
て
お
く
よ
う
に
、
と
い
っ
た
具
体
的
な

注
意
が
述
べ
て
あ
る
。
な
お
彫
版
の
快
適
な
方
法
と
し
て
ホ
ル
チ
ウ
ス
、

(六〉

ル
カ
ス
・
キ
リ
ア
ン
等
の
彫
刻
万
の
巧
み
な
使
い
方
を
評
価
し
て
い
る
。
巧
み

ミ
ュ
一
フ

な
使
い
方
と
は
質
感
表
現
に
優
れ
て
い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
次
の
明
暗
を
つ
け
る
こ
と
、

つ
ま
り
陰
影
法
を
論
ず
る
の
で
も
、
江

四

漢
の
論
じ
た
単
純
な
三
面
の
法
と
い
っ
た
原
則
論
で
は
な
く
、
図
像
や
そ
の
部
分
部
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分
の
丸
味
を
表
わ
す
た
め
に
は
光
線
の
屈
折
に
近
つ
け
る
よ
う
に
と
か
、
明
暗
は
自

然
に
流
れ
あ
る
い
は
気
む
つ
か
し
く
曲
り
く
ね
る
よ
う
に
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
と

か
、
肉
付
け
の
方
法
と
か
、
多
分
に
高
度
な
表
現
技
法
に
注
意
を
む
け
て
い
る
。

以
下
の
各
項
と
も
彫
刻
銅
版
画
に
お
け
る
質
感
や
流
動
感
の
表
出
に
対
す
る
注
意

や
表
現
上
の
勘
所
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
、
時
に
は
彫
刻
万
を
ど
う
使
う
か
を
説
明

髪
と
ひ
げ
、
で
は
先
ず
輪
廓
か
ら
細
か
い
部
分
に
入
っ
て
い
く
こ
と

し
て
い
る
。

を
、
ビ
ロ
ー
ド
と
ビ
ロ
ー
ド
ま
が
い
に
つ
い
て
、

で
は
ビ
ロ
ー
ド
の
表
現
や
金
属
を

表
現
す
る
場
合
、
影
の
中
の
光
の
表
わ
し
方
に
注
意
を
促
し
、
水
に
つ
い
て
、

で
t土

水
の
す
べ
て
は
静
と
動
と
が
あ
る
こ
と
は
海
に
波
が
あ
り
、
川
に
滝
が
あ
る
こ
と
を

述
べ
、
雲
に
つ
い
て
、

で
は
厚
い
が
浮
ぶ
雲
や
走
る
雲
の
表
現
の
際
は
彫
刻
万
を
ま

わ
す
よ
う
に
曲
線
に
使
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

お
し
ま
い
の
作
品
が
保
有
す
べ
き
一
致
点
と
し
き
た
り
に
つ
い
て
、

で
は
小
さ
い

作
品
あ
る
い
は
大
き
な
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
如
何
に
あ
る
べ
き
か
、
白
黒
の
版
画
と
色

彩
と
の
関
係
を
述
べ
、

(七〉

ル
ス
ヴ
ェ
ル
ト
を
評
価
し
て
い
る
。

ル
1
ペ
ン
ス
の
作
品
を
版
画
に
し
た
ホ
ル
ス
タ

l
マ
ン
、

ボ

最
も
江
漢
が
関
心
の
あ
っ
た
エ
ッ
チ
ン
グ
に
関
す
る
項
は
わ
ず
か
十
四
行
ほ
ど
の

ス
ペ
ー
ス
で
、
要
約
す
る
と
、

エ
ッ
チ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
強
水
に
よ
る
彫
版
は
今
日

流
行
し
て
い
る
が
、
彫
刻
万
と
同
じ
よ
う
な
や
り
方
で
、
情
熱
的
に
ま
た
自
由
に
明

暗
の
調
子
を
取
扱
う
こ
と
が
で
き
、
望
む
通
り
に
し
か
も
相
当
高
度
な
表
現
を
作
り

出
す
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
う
説
明
が
あ
る
。

し
か
し
具
体
的
に
技
法
と
か
、
操
作

上
の
注
意
な
ど
は
何
も
述
べ
て
な
い
。

第
二
巻
の
版
画
知
識
論
の
章
の
は
じ
め
に
あ
る
高
名
な
版
画
家
た
ち
を
論
じ
た
項



で
は
、

五
ペ
ー
ジ
を
費
し
て
講
じ
て
い
る
。

フ

ツ
パ
の
銅
版
画
史
を
十
四
、

(
八
)

ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
マ
ソ
・
フ
イ
ニ
ゲ
エ
ラ
の
一
四
六

O
年
か
ら
始
め
、

ヨ
1
』
ロ

イ
タ
リ
ア
、

ド

イ
a

ツ、

フ
ラ
ン
ス
等
の
各
地
の
版
画
や
画
家
の
名
前
が
百

"'" 
ノレ

ギ

オ
ラ
ン
ダ
、

人
近
く
登
場
す
る
。
そ
の
最
後
に
カ
ロ
が
出
、

フ
ェ
ル
ニ
ス

l
防
蝕
剤
の
重
要
さ
の

強
調
が
あ
っ
て
、
次
の
作
り
方
の
章
に
う
つ
る
。

以
上
極
め
て
簡
略
に
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
蘭
語
版
の
概
要
と
第
一
巻
第
二
巻
の

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
銅
版
画
技
法
等
を
ま
と
め
で
あ
る
章
を
紹
介
し
た
。
第
二
巻
に
あ

る
エ
ッ
チ
ン
グ
用
一
一
ス
に
関
す
る
章
と
そ
れ
に
続
い
た
強
水
を
作
る
品
目
を
挙
げ
て

あ
る
個
所
で
、
始
め
て
エ
ッ
チ
ン
グ
技
法
の
参
考
と
な
る
防
蝕
剤
の
処
方
、

そ

の

製

法
、

ま
た
そ
の
使
用
上
の
諸
注
意
を
記
述
し
、
強
水
を
作
り
得
る
品
目
を
列
挙
し
、

そ
の
製
法
を
示
し
て
い
る
。
江
漢
は

『
お
ら
ん
だ
俗
話
』

に
引
用
し
た
が
、

そ

の

内

容
は
他
の
蘭
書
と
比
較
し
て
は
た
し
て
参
考
に
す
る
程
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
検
討

す
る
た
め
に
も
、
次
に
そ
の
全
文
の
拙
訳
を
掲
げ
る
。

良
質
の
エ
ッ
チ
ン
グ
用
一
一
ス
(
防
蝕
剤
〉
の
作
り
方

不
純
物
を
と
り
の
ぞ
い
た
二
・
五
オ
ン
ス
の
ギ
リ
シ
ャ
ピ
ッ
チ
を
と
り
、
次
に
等
量
の
松
脂

も
同
じ
よ
う
に
不
純
物
を
除
く
。
そ
れ
ら
二
種
の
粉
末
を
土
製
の
る
つ
ぼ
に
入
れ
る
。
続
い
て

二
オ
ン
ス
の
ク
ル
ミ
油
を
一
緒
に
し
、
全
部
が
混
じ
り
合
う
ま
で
火
に
か
け
つ
e

つ
け
る
。
不
純

物
を
除
く
に
は
こ
う
す
れ
ば
ピ
ッ
チ
と
松
脂
は
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
次
に

そ
れ
が
ま
だ
熱
い
聞
に
細
か
い
リ
ネ
ン
の
布
を
通
し
て
押
し
出
せ
ば
よ
い
。

リ
ネ
ン
を
二
つ
の

小
さ
な
板
切
れ
で
は
さ
ん
で
、
そ
れ
を
水
中
に
押
し
出
し
、
外
気
に
ふ
れ
さ
せ
な
い
。
ピ
ッ
チ

と
松
脂
と
の
そ
れ
ぞ
れ
は
別
々
に
分
け
て
、

不
純
物
を
除
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
ら
を
純
精
に
し
た
後
は
天
秤
で
は
か
つ
て
お
く
。
そ
れ
ら
は
薬
剤
師
つ
ま
り
薬
屋
に
精
製
さ

せ
た
方
が
よ
く
で
き
る
し
、
ま
た
容
易
で
も
あ
る
。

上
記
の
こ
と
は
混
合
の
際
に
最
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
防
蝕
ニ
ス
は
あ
ま
り

蘭
書
『
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
』
と
白
雲
の
「
和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」

長
く
煮
る
と
焦
げ
る
し
、
あ
ま
り
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
煮
た
の
で
は
か
た
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
混

合
の
コ
ツ
に
慣
れ
た
薬
剤
師
あ
る
い
は
薬
屋
は
そ
れ
で
そ
の
最
良
の
も
の
を
判
定
で
き
る
だ
ろ

う
。
防
蝕
ニ
ス
の
充
分
な
混
合
に
関
し
て
一
般
的
に
云
い
得
る
こ
と
は
、
両
方
の
粉
末
が
融
け

た
後
、
直
接
十
五
分
以
上
火
の
上
に
置
い
た
ま
ま
に
し
て
は
な
ら
な
い
し
、

ま
た
パ
レ
ッ
ト
ナ

イ
フ
で
し
っ
か
り
か
き
ま
ぜ
る
こ
と
で
あ
る
。

銅
版
面
上
に
防
蝕
-
一
ス
を
と
か
し
て
塗
る
に
は
、
版
面
を
完
全
に
磨
き
、
そ
し
て
版
板
を
充

分
に
あ
た
た
め
、
小
鳩
の
羽
根
あ
る
い
は
他
の
筆
で
版
面
上
に
防
蝕
一
一
ス
を
ひ
ろ
げ
る
の
だ

が
、
そ
れ
は
多
少
厚
く
、

一
枚
の
紙
の
厚
さ
位
に
な
る
よ
う
に
ひ
ろ
げ
る
。
な
お
ま
た
防
蝕
-
一

ス
は
平
ら
に
む
ら
な
く
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
銅
版
が
充
分
に
あ
た
た
め
ら
れ
て
い
な

い
と
た
や
す
く
お
け
な
い
。
そ
し
て
充
分
に
あ
た
た
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
も
う
一
度
火
鉢

の
上
に
お
い
て
お
く
。
そ
し
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
防
蝕
ニ
ス
を
再
び
塗
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
次
に
防
蝕
一
一
ス
を
乾
か
す
の
に
、
火
は
ニ
ス
が
燃
え
出
す
ほ
ど
決
し
て
熱
く
し
た
り
し

て
は
な
ら
な
い
し
、
防
蝕
ニ
ス
の
膜
が
乾
い
て
ひ
び
わ
れ
て
粉
ご
な
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と

い
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

防
蝕
-
一
ス
は
乾
く
の
に
長
い
時
間
が
か
か
る
。
ま
た
版
面
上
に
ゆ
っ
た
り
と
少
し
ず
つ
ニ
ス

を
ひ
ろ
げ
る
。
冬
に
は
オ
ー
ブ
ン
の
上
な
ど
で
あ
た
た
め
た
版
に
ニ
ス
を
お
く
こ
と
が
で
き
る

が
、
版
面
上
に
ほ
こ
り
を
落
さ
な
い
よ
う
に
注
意
が
い
る
。
ま
た
版
を
傾
斜
し
て
、

つ
ま
り
版

の
端
で
立
て
た
り
せ
ず
、
水
平
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
い
と
ニ
ス
は
下
の
方
に
た
ま

る
だ
ろ
う
。

ニ
ス
を
塗
っ
た
版
面
は
樹
脂
の
ロ

l
ソ
ク
の
炎
の
煤
で
黒
く
す
る
。
そ
れ
は
ど
の

方
法
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
よ
う
と
、
版
面
に
ニ
ス
を
お
い
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、
す
な
わ
ち

日
数
が
経
っ
た
後
に
ニ
ス
が
乾
き
は
じ
め
て
い
く
ら
か
硬
く
な
っ
た
時
に
や
る
。
防
蝕
一
一
ス
が

よ
り
早
く
乾
く
別
の
方
法
も
あ
る
が
、

し
か
し
ニ
ス
は
ま
た
よ
り
た
や
す
く
く
だ
け
や
す
い
。

防
蝕
ニ
ス
が
乾
く
と
大
理
石
を
み
が
い
た
よ
う
に
輝
き
、
そ
れ
は
爪
で
も
ち
ょ
っ
と
は
が
せ

な
い
く
ら
い
び
っ
た
り
と
密
着
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
恐
れ
な
し
に
非

常
に
た
や
す
く
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
は
小
さ
な
砂
粒
も
入
っ
て
い
な
い
チ
ョ

ー
ク
、
す
な
わ
ち
非
常
に
こ
ま
か
い
そ
し
て
柔
か
い
赤
石
筆
と
な
お
よ
り
よ
い
他
の
描
画
用
チ

ヨ
ー
ク
で
仕
事
を
す
る
(
下
画
を
描
く
)
。
そ
の
よ
う
に
し
て
も
版
面
の
印
刷
し
て
は
な
ら
な

い
部
分
の
ど
こ
か
を
不
幸
に
も
傷
つ
け
た
な
ら
ば
、
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そ
の
版
面
に
強
酸
を
そ
そ
ぐ
前
に
、
失
敗

五



美

研

号

術

究

し
た
す
べ
て
を
小
さ
な
溶
け
た
脂
肪
で
お
お
う
か
、
わ
ず
か
に
テ
レ
ピ
ン
を
つ
け
た
筆
で
印
刷

す
る
気
の
な
い
そ
れ
ら
の
個
所
を
な
で
つ
け
て
お
く
。

防
蝕
ニ
ス
の
上
に
針
で
仕
事
を
す
る
に
は
針
を
よ
く
砥
い
で
お
く
。
そ
し
て
単
に
防
蝕
ニ
ス

を
掻
き
取
る
だ
け
で
満
足
し
て
は
な
ら
ず
、
針
は
多
少
な
り
と
も
よ
り
深
く
銅
に
喰
い
こ
ま
す

べ
き
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
エ
ッ
チ
ン
グ
は
き
れ
い
に
い
か
な
い
。
そ
の
目
的
の
た
め
に
は

そ
の
銅
版
も
ま
た
よ
く
磨
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
お
か
な
い
と
針
は
何
処

で
で
も
同
じ
深
さ
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
必
要
が
あ
る
な
ら
ば
彫
刻
万
で
、
強
水
が
充

分
腐
蝕
し
な
か
っ
た
個
所
を
な
ぞ
る
こ
と
も
で
き
る
。

針
で
充
分
に
描
い
た
版
板
は
約
一
J

タ
イ
ム

(
H
イ
ン
チ
二
・
五
四
セ
ン
チ
)
の
高
さ
の
境
界

で
版
の
周
囲
を
き
ち
ん
と
か
こ
む
。
そ
の
境
界
は
扱
い
や
す
い
よ
う
に
四
分
の
一
の
テ
レ
ピ
ン

油
を
ま
ぜ
た
白
蟻
で
普
通
作
ら
れ
る
。
腐
蝕
す
る
た
め
に
、
そ
れ
を
火
で
あ
た
た
め
そ
し
て
版

板
の
周
囲
に
し
っ
か
り
と
く
っ
つ
け
て
か
こ
む
。
一
ダ
イ
ム
の
同
じ
高
さ
で
か
こ
ん
だ
そ
の
版

の
全
面
に
続
い
て
強
水
を
そ
そ
ぐ
D

版
板
は
水
平
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば

強
水
は
常
に
深
さ
に
応
じ
て
作
用
す
る
か
ら
で
あ
る
。
腐
蝕
作
用
は
狭
い
部
屋
の
中
で
も
広
い

戸
外
で
も
起
き
る
。
し
か
し
発
生
す
る
ガ
ス
(
気
泡
)
は
ほ
と
ん
ど
全
部
と
り
除
く
よ
う
に
す
る
。

通
常
出
来
合
い
の
強
水
は
強
す
ぎ
て
エ
ッ
チ
ン
グ
が
進
み
す
ぎ
る
。
そ
の
た
め
三
分
の
一
の

普
通
の
水
を
そ
そ
い
で
、
そ
れ
で
激
し
さ
を
調
節
す
る
。
仕
上
げ
る
た
め
に
は
普
通
三
時
間
半

か
四
時
間
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
作
用
が
全
面
に
表
わ
れ
た
時
充
分
に
版
が
腐
蝕
さ
れ
た
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
銅
版
は
ガ
ス
の
発
生
を
取
り
除
か
な
い
と
描
い
た
通
り
に
は
で

き
上
ら
な
い
だ
ろ
う
。

版
板
が
腐
蝕
さ
れ
る
と
強
水
を
版
面
か
ら
と
り
除
く
た
め
に
版
板
を
水
で
充
分
に
洗
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
残
っ
た
強
水
が
よ
り
深
く
腐
蝕
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。

そ
れ
が
済
ん
だ
ら
、
版
板
を
充
分
に
あ
た
た
め
て
布
片
あ
る
い
は
棒
で
こ
す
っ
て
、

お
お
っ
て

い
る
防
蝕
ニ
ス
の
部
分
を
取
り
去
る
。
版
板
は
充
分
に
あ
た
た
め
な
い
と
ニ
ス
が
必
ず
の
こ
る

だ
ろ
う
。

エ
ッ
チ
ン
グ
用
鉄
筆
に
関
し
て
い
え
ば
鋭
く
す
る
、

つ
ま
り
先
端
を
と
が
ら
せ
て
お
く
。
そ

し
て
定
規
に
そ
っ
て
線
を
真
直
ぐ
に
引
け
る
よ
う
に
針
の
太
さ
以
下
に
鋭
く
し
て
お
く
。
最
も

鋭
く
保
て
る
よ
う
に
持
つ
が
、

そ
の
上
端
近
く
は
丸
く
し
、

版
板
の
上
に
そ
の
下
部
を
つ
け

ー..L../、

る
。
し
か
し
陰
影
づ
け
の
た
め
に
は
針
は
い
く
ら
か
傾
け
て
持
っ
て
垂
直
に
し
な
い
。
遠
近
法
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に
関
し
て
い
え
ば
、
版
が
半
分
腐
蝕
さ
れ
た
時
に
別
に
改
め
て
仕
上
げ
る
。
し
か
し
階
調
を
変

え
る
た
め
に
そ
れ
を
二
回
と
き
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
強
水
を
入
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
ど

ん
な
も
の
で
も
普
通
は
あ
ま
り
に
平
均
し
て
腐
蝕
す
る
が
、

し
か
し
細
い
針
で
描
い
た
遠
近
法

の
版
は
腐
蝕
を
深
く
し
た
り
浅
く
し
た
り
す
る
こ
と
が
わ
ず
か
で
あ
っ
て
も
意
義
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

版
板
に
防
蝕
-
一
ス
を
置
い
た
あ
と
は
何
時
で
も
乾
か
す
必
要
が
お
こ
る
ま
で
、

版
板
の
下
に
水
を
置
い
て
冷
や
す
よ
う
に
す
れ
ば
、
防
蝕
-
一
ス
は
そ
れ
を
お
い
た
ま
ま
の
状
態

〈
注
意
〉

で
い
る
だ
ろ
う
。

強
水
を
作
る
品
目

も
し
強
水
を
作
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
一
リ
ッ
ト
ル
の
水
と
一
リ
ッ
ト
ル
の
強
酢
、
四
オ
ン

ス
の
硫
酸
塩
、
六
か
七
オ
ン
ス
の
ア
ム
モ
ニ
ア
塩
か
、
あ
る
い
は
普
通
の
塩
六
オ
ン
ス
を
と

り
、
そ
れ
を
一
緒
に
し
て
普
通
の
塩
以
外
は
粉
砕
す
る
。
す
べ
て
を
一
つ
の
土
製
の
カ
ッ
プ
で

煮
る
。
そ
れ
で
よ
い
も
の
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

上
記
の
内
容
を
み
る
と
防
蝕
ニ
ス
、
強
水
と
も
処
方
は
そ
れ
ぞ
れ
一
種
ず
つ
を
挙

(
九
)

シ
ョ
メ

l
ル
な
ど
他
の
蘭
書
の
記
述
の
中
か
ら
比
較
の
た
め
処
方
、

、
げ
て
い
る
が
、

製
法
を
並
べ
て
み
る
。

防
蝕
用
一
一
ス

ボ
イ
ス

記
述
な
し

シ
ョ
メ

l
ル

1
密
臓
、
松
脂
、
ピ
ッ
チ
な
ど
を
混
合
し
た
も
の
。
分
量
比
の
記
述
は
な
い
。

防
蝕
剤
製
法
の
原
則
と
し
て
の
材
料
を
提
示
。

2
ピ
ッ
チ

五
オ
ン
ス

樹
脂

五
オ
ン
ス

ク
ル
ミ
油
ま
た
は
リ
ン
シ
l
ド
油

四
オ
ン
ス



製
法

は
じ
め
の
二
つ
を
粕
薬
の
か
か
っ
た
深
な
べ
の
中
で
一
緒
に
と
か
し
、
三
番
目
の
油
を

一
緒
に
煮
る
。
そ
の
ニ
ス
を
指
に
つ
け
た
時
に
糸
を
引
く
よ
う
に
な
る
ま
で
煮
つ

加
え

め
る
。
そ
の
後
そ
の
ニ
ス
を
目
の
細
か
い
布
で
漉
し
、
棒
状
に
か
た
め
る
。
ガ
ラ
ス
瓶
に

入
れ
、
勝
脱
で
密
封
す
る
。
二
十
年
間
の
保
存
に
耐
え
る
。

3
カ
ロ
の
「
フ
ロ
レ
ン
ス
の
ニ
ス
」

リ
ン
シ
l
ド
油
(
薄
く
良
質
で
透
明
な
も
の
〉
-十
等
量

マ
ス
チ
ッ
ク

製
法

紬
薬
の
か
か
っ
た
鍋
で
両
者
を
と
か
す
。
広
口
び
ん
に
入
れ
て
保
存
す
る
。

4
白
蟻

二
オ
ン
ス

ピ
ッ
チ

一
オ
ン
ス

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
(
細
か
い
粉
末
〉

二
オ
ン
ス

右
の
三
つ
を
き
れ
い
な
鍋
で
煮
て
、
そ
の
一
滴
を
版
板
の
上
に
落
と
し
、
冷
却
し
た
時

三
、
四
回
動
か
し
て
も
は
が
れ
な
い
程
度
に
煮
つ
め
る
。
そ
れ
を
全
部
ぬ
る
ま
湯
に
そ
そ
い

製
法で

、
小
指
大
の
棒
状
に
ま
と
め
る
。
そ
れ
を
新
し
い
絹
で
包
み
、
使
用
す
る
ま
で
保
存
す
る
。

止
め
ニ
ス

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
製
絵
画
用
ニ
ス

ラ
ン
。
フ
ゃ
フ
ラ
ッ
ク

製
法

右
の
二
つ
を
ま
ぜ
る
。

コ
ン
ス
ト
カ
ビ
、
ネ
ッ
ト

ギ
リ
シ
ャ

・
ピ

ッ
チ

二
・
五
オ
ン
ス

松
脂

二
・
五
オ
ン
ス

ク
ル
ミ
油

オ
ン
ス

製
法

上
述
参
照

略

止
め
ニ
ス

脂
肪
ま
た
は
テ
レ
ピ
ン
を
筆
に
つ
け
て
使
用
。

コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
の
処
方
一
種
は
シ
ョ
メ

ー
ル
の

2
と

同

じ

で

あ

る

。

防

蝕

ニ
ス
を
版
面
に
塗
る
方
法
は
シ
ョ
メ
ー
ル
の
方
が
丁
寧
な
記
述
で
あ
る
。
版
板
を
あ

蘭
書
『
コ
シ
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
』
と
白
雲
の
「
和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」

た
た
め
て
お
く
こ
と
や
鳥
の
羽
根
を
使
う
点
な
ど
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

シ
ョ

メ
ー
ル
で
は
こ
ま
か
い
繰
り
綿
を
つ
め
た
タ
ン
ポ
ン
で
ニ
ス
を
む
ら
な
く
た
た
く
方

法
を
最
良
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
方
法
は
現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
。

強

水

の

作

り

方

ボ
イ
ス

硫
酸
と
硝
石
と
か
ら
成
る
。
硝
石
が
不
純
な
場
合
は
品
位
が
低
下
す
る
。
(
以
下
省
略
)

シ
ョ
メ

l
ル

最
良
の
ワ
イ
ン
・
ヴ
ィ
ネ
ガ

l

一
・
七
リ
ッ
ト
ル

白
塩

六
オ
ン
ス

ア
ン
モ
ニ
ア
塩

六
オ
ン
ス

ス
ペ
イ
ン
緑
(
こ
ま
か
く
し
た
も
の
)

四
オ
ン
ス

製
法

ふ
た
の
つ
い
た
大
き
な
粕
薬
の
か
か
っ
た
鍋
で
よ
く
か
き
ま
ぜ
加
熱
す
る
。

三
回
煮
立
た
せ
る
。

そ
の
間

一
一、

ガ
ス
を
吸
込
ま
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

び
ん
に
保
存
し
、

い必
。要

応
じ
て

使
用
す
る

た
だ
し
強
す
ぎ
る
の
で
い
く
ら
か
水
を
加
え
ね
ば
な
ら
な

コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト

強
酢
(
強
い
ヴ
ィ
ネ
ガ
l
)

一
リ
ッ
ト
ル

水硫
酸
塩

四
オ
ン
ス

ア
ム
モ
ニ
ア
塩

六
か
七
オ
ン
ス

あ
る
い
は
普
通
の
塩

六
オ
ン
ス

製
法

す
べ
て
を
一
つ
の
土
製
の
カ
ッ
プ
で
煮
る
。

以
上
並
記
し
た
通
り
、

シ
ョ
メ

l
ル
が
最
も
処
方
の
種
類
に
富
み
、
記
述
の
内
容

も
豊
富
で
あ
り
、

丁
寧
懇
切
で
あ
る
。
下
画
の
版
面
へ
の
写
し
方
、
針
に
種
類
が
い

く
つ
か
あ
る
こ
と
を
説
き
、
影
の
部
分
を
多
く
描
く
と
き
ニ
ス
の
大
き
な
部
分
を
か
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美

研

号

術

究

き
落
さ
な
い
よ
う
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
腐
蝕
の
方
法
で
は
コ
ン
ス
ト
カ
ピ

ネ
ッ
ト
に
は
、
版
板
を
土
手
蝋
で
か
こ
み
そ
こ
に
強
水
を
入
れ
る
方
法
だ
が
、

tン
ヨ

メ
ー
ル
で
は
そ
の
外
に
ニ
ス
を
塗
っ
た
水
盤
に
強
水
を
入
れ
、
版
板
を
浸
す
方
法
も

紹
介
し
て
い
る
。

(
一

O
)

当
時
伝
来
し
た
美
術
関
係
の
蘭
書
と
し
て
は
森
島
中
良
〈
一
七
五
四
l
一八

O
八〉

が
彼
の
著
書
『
紅
毛
雑
話
』
五
巻
本
天
明
七
(
一
七
八
七
〉
年
刊
に
引
用
模
写
し
た

図
版
か
ら
、

ラ
イ
レ
セ
の
2
2
L
r
c町
2
8
の
大
画
法
書
の
8
0同
伊
E
E
R
Z存
と

ブ
ロ

l
マ
l
ル
ト
〉
r
z
z
g
盟。
E
E
g
の
素
描
法
必
携

02ω
官。ロ
m
r
q
r
g
〈

2
・

gmw日
仏
関
。
ロ
ω円

q
r
、H
，

orgroor
の
二
種
が
あ
っ
た
こ
と
は
憶
か
で
あ
る
が
、
前
者
に

銅
版
画
を
論
じ
た
章
は
あ
る
が
、
具
体
的
な
技
法
関
係
の
記
述
は
な
い
。
後
者
は
銅

版
画
と
一
部
キ
ア
ロ
ス
ク
ロ
に
よ
る
主
と
し
て
人
物
を
描
い
た
図
版
集
で
あ
っ
た
。

江
漢
が
持
っ
て
い
た
銅
版
画
集
ル
イ
ケ
ン
の
『
職
業
百
態
』
や
田
善
ら
が
使
用
し
た

リ

i
デ
ィ
ン
ガ

l
の
『
西
洋
諸
国
馬
図
集
』
は
画
集
で
あ
っ
て
技
法
書
で
は
な
い
。

銅
版
画
技
法
関
係
で
は
上
述
の
よ
う
に
美
術
専
門
書
で
あ
る
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト

も
百
科
辞
典
で
あ
る
シ
ョ
メ
ー
ル
七
冊
本
の
記
述
に
及
ば
な
い
こ
と
が
明
か
に
な
っ

た。

白
雲
の

「
和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」

十
八
世
紀
末
以
降
、
刊
本
あ
る
い
は
稿
本
の
ま
ま
伝
わ
っ
た
江
戸
期
の
銅
版
画
に

(一一〉

関
す
る
記
録
は
次
の
八
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。

一
、
紅
毛
雑
話
巻
之
四

二
、
退
閑
雑
記
巻
之
二

三
、
西
洋
画
談

森

島

中

良

天
明
七
(
一
七
八
七
)
年
刊

松

平

定

信

寛
政
九
ハ
一
七
九
七
)
年
の
序
あ
り

司

馬

江

漢

寛
政
十
一

(
一
七
九
九
〉
年
刊

/¥ 

四
、
長
崎
聞
見
録
巻
之
五

五
、
和
蘭
通
舶

六
、
西
洋
画
談

七
、
厚
生
新
編
雑
集
四
二

八
、
絵
本
彩
色
通
後
篇

狗

寛
政
十
二
(
一
八
O
O〉
年
刊
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広

川
司

馬

江

漢

文
化
二
(
一
八
0
五
)
年
刊

高

森

観

好

述

宇
田
川
玄
真
訳

葛
飾
北
斎

文
化
十
一
三
八
一
四
)
年
の
序
あ
り

文
政
十
一
(
一
八
二
九
〉
年
か

天
保
元
(
一
八
三
O
)
年
頃

弘
化
五
(
一
八
四
八
〉
年
刊

右
の
八
種
の
う
ち
腐
蝕
銅
版
画
の
創
製
者
司
馬
江
漢
の
著
書
三
、

五
、
は
製
作
の

具
体
的
な
こ
と
は
何
も
語
ら
ず
、

七
は
シ
ョ
メ

l
ル
七
冊
本
の
エ
ッ
チ
ン
グ
の
項
の

翻
訳
で

「
銅
版
図
蝕
鍍
法
和
蘭

エ
ッ
ツ
エ
ン
」
と
題
し
最
も
詳
し
い
が
、
訳
稿
の

ま
ま
陽
の
目
を
見
な
か
っ
た
。
四
、

J¥ 

に
は
印
刷
法
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。

六
は
詳
し
く
、
銅
版
印
刷
機
が
図
示
し
て
あ
り
、
江
戸
期
の
記
録
に
見
出
せ
る
唯
一

の
貴
重
な
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、

さ
ら

に
も
う
一
図
印
刷
機
の
図
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
年
記
は
な
い
が
、
奥
州
に
永
く
い

た
僧
白
雲
(
文
政
八
年
一
八
二
五
没

六
二
歳
〉
の
遺
し
た
『
彩
絵
方
』
と
題
し
た
五
一
丁

の
記
録
の
中
の

「
和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」

の
項
に
描
か
れ
て
い
る
。
『
彩
絵
方
』
は
白

雲
が
没
し
た
東
光
山
本
覚
寺
(
秋
田
県
仙
北
郡
六
郷
町
)
が
現
在
所
蔵
し
て
い
る
。
『
彩

絵
方
』
は
井
上
隆
明
「
近
世
洋
画
の
技
法
的
新
資
料
白
雲
の
『
彩
絵
方
』
」
雑
誌
『
美

術
グ
ラ
フ
』
昭
和
四
三
年
十
月
よ
り
五
団
連
載
で
全
文
で
は
な
い
が
翻
刻
紹
介
さ
れ

た
こ
と
が
あ
る
。
筆
者
は
昭
和
五
四
、

五
年
両
度
本
覚
寺
を
訪
れ
、
確
認
で
き
た
。

同
寺
に
は
そ
の
他
に
も
数
点
白
雲
の
遺
物
が
あ
り
、

田
駅
の
描
い
た
白
雲
の
肖
像
画

等
を
所
蔵
し
て
い
る
。

「
和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」

の
記
述
は
要
約
し
た
極
め
て
簡
単
な
も
の
だ
が
、
腐
蝕
銅

版
画
製
作
の
全
工
程
、
順
序
を
ほ
と
ん
ど
正
し
く
伝
え
て
い
る
(
挿
図
3

)

0

和
蘭
陀
銅
板
絵
法

初

銅
板
を
能
む
ら
な
く
み
が
き

一
点
の
庇
も
な
く
し
て

漆
を
薄
く
塗
り

乾
了
て

毛



彫
万
に
て
画
キ
な
か
ら
彫
也

市
後藁

灰
あ丹
く馨
にヲ腐

てウ薬
右エナ
のンリ

銅シ丹
をヤハ

要マウン
t士山鼠イ
なフツ

ちンシ

を
入
れ
た
る
水
の
中

'" 

入
て

四
五
日
に
し
て
取
出
し

雨
後

紙
を
し
め
し

板
の
上
へ
置

縮
る
な
り

墨
ハ
桃
核
ノ
黒
焼
ヲ

大
鉢
ニ
入

椿
ノ
油
ヲ
合

極
細
密
-
一
シ
テ

ヌ
ク
ヒ

火
ニ
テ
ア
タ
タ
メ
ア
ツ
ク
成
タ
ル
時

板
ノ
上
エ
上
ケ

図

銅

板

此
板
ノ
上
ノ
銅
板
ヲ
置

ア
ツ
キ
紙
ヲ
ア
テ

リ

板
裏
モ
メ
ン
切
ハ
ル
也

上
記
の
簡
略
な
記
述
が
ど
の
よ
う
に
全
工
程
を
お
お
っ
て
い
る
か
、
多
少
の
解
説

画
た
る
処
へ
こ
む
也

板
ニ
塗

紙
ヲ
ア
テ

亦
キ
レ
ヲ
ア
テ

掌
指
一
一
テ

ス
ル
ナ
リ

シ
メ
ル
ナ

を
加
え
、

他
の
同
時
代
の
記
録
と
比
べ
て
み
る
(
以
下
、
漢
用
数
字
は
前
掲
の
銅
版
画
に

関
す
る
記
録
八
種

の
番
号
〉
。

「
初
め
銅
板

を
能
く
み
が
き

一
点
の
庇
も
な

く
し
て
」
、
銅
板

画
製
作
の
最
初

に
必
要
な
扱
い

方
で
あ
る
が
、

一
、
四
、

七

に
は
記
述
し
て

F
E
h

、0

4
人
、
v
L
V

二
に
は

「
銅
板
に
炭
の

粉
を
も
て
み
が

き」」、

六
で
は蘭

書
『
コ
シ
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
』
と
白
雲
の
「
和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」

「
名
倉
砥
に
て
よ
く
研
あ
く
る
な
り
」
と
あ
る
。

「
漆
を
薄
く
塗
り

乾
了
り
て
」
。

漆
は
防
蝕
用
一
一
ス
の
こ
と
。

一、

で
は

四

そ
れ
ぞ
れ
「
白
婚
を
引
き
」
、

「
婚
を
な
が
し
」
と
あ
る
。

「
せ
し
め
う
る
し
を

二
は

う
す
く
銅
色
の
見
ゆ
る
ほ
ど
に
ぬ
る
」
、

「
蝋
色
漆
に
灰
墨
を
加
え
吉
野
紙
で

六
は

こ
し
薄
か
ら
ず
厚
か
ら
ぬ
様
に
ぬ
る
」
、

八
は
荏
の
油
で
べ
ん
が
ら
を
溶
い
た
も
の

を
版
の
上
に
焼
付
け
る
こ
と
を
説
く
o

七
の
翻
訳
で
は
フ
ェ
ル
ニ
ス
を
漆
と
し
て
い

る
。
『
舎
密
閉
宗
』

の
よ
う
な
化
学
書
で
も
、

一
ス
は
す
べ
て
漆
と
日
本
語
に
置
き

代
え
た
。
そ
こ
で
漆
が
せ
し
め
う
る
し
ゃ
蝋
色
漆
に
変
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ

(

一

一

一

〉

ろ
う
か
。
筆
者
の
実
験
で
は
、
漆
は
銅
版
面
へ
の
密
着
は
よ
い
が
、
腐
蝕
後
漆
を
版

面
か
ら
落
す
に
は
朴
炭
で
み
が
く
ほ
か
な
く
、
後
出
の
藁
灰
の
あ
く
汁
で
煮
立
て
て

も
落
ち
な
か
っ
た
。

ま
た
漆
を
塗
っ
て
作
業
し
た
と
見
ら
れ
る
銅
版
も
発
見
さ
れ
て

い
な
い
。
当
時
は
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
ニ
ス
を
乾
か
す
の
に

時
間
が
か
か
っ
た
よ
う
で
、

「
そ
の
板
を
三
日
ほ
ど
か
わ
か
し
」
と
あ
る
。

二
で
は

六
で
は

「
風
呂
へ
い
れ
て
干
し
上
る
な
り
」
と
あ
る
か
ら
、
正
に
漆
の
乾
燥
の
方
法

と
同
じ
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
漆
を
は
が
す
こ
と
は
ど
こ
に
も
書
い
て
な
い
。

漆
の
つ
い
た
ま
ま
刷
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

白
雲
は
下
絵
を
版
面
に
う
っ
す
こ
と
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。

一
で
は

「
代
結
石
に

て
下
画
を
附
け
」
、

「
下
画
を
つ
く
る
事
」
と
し
た
一

「
下
絵
か
き
」
、

六
に
は

二
は

項
を
設
け
て
あ
る
0

9

ガ

ヰ

「
毛
彫
万
に
て
画
き
な
が
ら
彫
る
な
り
」
。

tま

「
下
モ
に
図
す
る
所
の
具
を
も

っ
て
筋
を
引
き
点
を
打
ツ
」
、

「
ほ
そ
き
た
が
ね
又
は
針
な
ん
ど
に
て
、
其
う

二
は

挿図 3

「
其
蝋
面
に
細
画
ま
た
は
文
字
な
ど
彫
り
て
」
、

四
は

六
は

る
し
を
ほ
り
う
が
ち
」
、

「
鯛
牙
に
て
彫
る
な
り
」
と
さ
ま
ざ
ま
に
版
面
に
描
く
方
法
を
書
い
て
あ
る
。
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「
而
後

術

研

究

三

一

号

丹
禁
一
没
、
コ
，
吉
竹
町
三
ヲ
を
入
た
る
水
の
中
ヘ
入
れ
て
、

は
腐
蝕
の
操
作
を
説
い
た
も
の
だ
が
、

四
五
日

美

に
し
て
取
出
し
」

二
行
割
に
小
さ
く
書
入
れ

て
あ
る
の
は
腐
蝕
薬
の
処
方
で
あ
る
。
丹
禁
一
升
、
焔
硝
、
鼠
糞
と
あ
る
。
六
で
は

ご
生
ヱ
ン
セ
ウ
拾
匁
、

J¥ -

JE; 

員五
竿ん処
匁

一
一
禁
石

緑を基
薬事交拾
十匁
〆VI 、

五
匁
、

一
雲
母
二
匁
」
、

胆た水
禁史銀

十匁
五
匁

と

あ
る
。
ま
た
腐
蝕
液
中
に
銅
板
を
浸
し
て
お
く
と
い
う
方
法
は
最
も
現
代
的
な
や
り

方
で
あ
る
。

た
だ
し
薬
液
を
入
れ
る
容
器
に
つ
い
て
の
記
述
と
そ
の
た
め
に
銅
版
の

裏
面
や
側
面
を
処
理
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
そ
れ
も
欠
い
て
い

く
さ
ら

一
で
は
「
ス
タ
ル
キ
ワ

l
テ
ル
と
い
ふ
腐
か
し
薬
を
懸
ク
れ
ば
」
、

る
。

二
は
「
日

の
あ
た
る
所
へ
出
し
、
薬
を
筆
に
て
三
四
度
も
つ
け
、
紙
に
酢
を
ひ
き
て
そ
の
紙
を

も
て
銅
板
の
表
に
あ
て
、

一
夜
、
屋
の
下
な
ど
に
置
」
と
面
倒
な
手
順
を
示
し
、
四

で
は
「
さ
て
此
水
薬
を
彼
の
彫
た
る
婚
の
間
に
な
が
し
入
、

一
タ
置
き
て
」
、
六
は

「右
薬
水
を
タ
イ
キ
に
て
彫
た
る
銅
板
の
上
に
一
面
に
ぬ
り
て
天
日
に
あ
て
て
干
あ

た
た
め
、
則
天
陽
の
気
を
請
て
赤
銅
の
あ
た
た
ま
る
に
随
て
く
さ
る
込
な
り
:
:
:
倭

製
の
も
の
は
如
斯
し
て
五
篇
も
か
く
る
な
り
、
」
。

八
は
「
右
の
ス
テ
レ
キ
へ
そ
ば
の

粉
を
入
れ
、

そ
の
色
黄
色
に
な
る
を
ほ
ど
と
し
て
、
く
だ
ん
の
か
ね
に
ぬ
り
て
火
に

あ
ふ
る
と
き
は
、

へ
ん
か
ら
の
つ
き
た
る
所
は
の
こ
り
て
、
あ
と
は
こ
と
ご
と
く
く

さ
る
な
り
」
と
ま
こ
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
書
い
て
あ
り
、
今
日
か
ら
は
想
像
の

で
き
な
い
や
り
方
も
あ
る
。

「
藁
灰
あ
く
に
て
右
の
銅
を
裳
は
な
ち

画
た
る
処
ヘ
こ
む
」

は
腐
蝕
後
の
水
洗

を
ぬ
か
し
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
防
蝕
ニ
ス
l

漆
を
と
り
除
く
操
作
と
そ
の
結
果
を

述
べ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
要
が
弱
ま
た
は
そ
の
俗
字
努
で
あ
れ
ば
、
き
り
は
な

ち
で
銅
版
か
ら
藁
灰
あ
く
で
漆
を
け
ず
り
と
か
、
そ
ぎ
と
る
意
に
な
り
、

工
程
上
は

。

正
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
描
い
て
腐
蝕
し
た
所
が
凹
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。
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「
而
後

紙
を
し
め
し

板
の
上
ヘ
置

縮
る
な
り
」
。

イ
ン
ク
を
版
面
に
詰
め

る
操
作
が
後
に
な
っ
て
い
る
が
、

イ
ン
ク
詰
め
し
た
版
を
プ
レ
ス
の
台
板
上
に
の

せ
、
印
刷
機
の
ロ
ー
ラ
ー
を
く
ぐ
ら
せ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
理
解
し
度
い
。

「
縮
る
な
り
」

は
最
後
の
方
に
あ
る
シ
メ
ル
ナ
リ
と
同
義
で
あ
ろ
う
。

「
墨
ハ
桃
核
ノ
黒
焼
ヲ
大
鉢
一
一
入

極
細
密
ニ
シ
テ
棒
ノ
油
ヲ
合
セ
」
。

イ
ン
ク

の
作
り
方
を
述
べ
た
も
の
。

「
板
一
一
塗

掌
指
ニ
テ
ヌ
ク
ヒ

火
ニ
テ
ア
タ
タ
メ
ア
ツ
ク
成
タ
ル
時

板
ノ
上

ヱ
上
ケ

紙
ヲ
ア
テ

ス
ル
ナ
リ
」
。
始
め
の
板
は
銅
版
の
こ
と
。
イ
ン
ク
を
塗
り
、

余
分
な
イ
ン
ク
を
拭
き
取
り
、
仕
上
げ
に
掌
を
使
っ
て
拭
き
と
る
。
そ
し
て
版
を
あ

た
た
め
熱
く
な
っ
た
ら
プ
レ
ス
の
台
板
上
に
そ
の
銅
版
を
の
せ
、

そ
の
上
に
印
刷
す

る
紙
を
載
せ
、

プ
レ
ス
を
ま
わ
し
て
刷
る
、
以
上
を
つ
め
て
述
べ
た
も
の
と
思
う
。

二
度
目
に
出
て
く
る
板
は
プ
レ
ス
の
台
板
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

「
此
板
ノ
上
へ
銅
板
ヲ
置

ア
ツ
キ
紙
ヲ
ア
テ
亦
キ
レ
ヲ
ア
テ

シ
メ
ル
ナ
リ

板
一泉
モ
メ
ン
切
ハ
ル
也
」
。
此
板
は
前
出
プ
レ
ス
の
台
板
で
あ
る
こ
と
は
明
か
。
次

の

「
ア
ツ
キ
紙
亦
キ
レ
ヲ
ア
テ
」

の
ア
ツ
キ
紙
は
印
刷
用
紙
の
こ
と
か
。
そ
の
上
に

さ
ら
に
亦
キ
レ
ヲ
ア
テ
と
あ
る
の
は
、
今
日
プ
レ
ス
を
通
す
際
使
う
フ
ェ
ル
ト
に
相

当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
板
裏
モ
メ
ン
切
ハ
ル
也
」

p
-
3
-
-
J
 

中
j
中

J
1
L

は
ど
う
い
う
意

味
か
判
ら
な
い
。

以
上
の
銅
版
印
刷
に
関
す
る
記
述
は
一
で
は
「
扱
銅
板
の
摺
リ
様
ハ
、
象
牙
か
鹿

F
ロ

ヤ

キ

ぬ

り

こ

め

角
の
霜
に
し
た
る
を
油
に
て
煉
、
彫
目
へ
塗
込
て
、
と
く
と
拭
い
、
其
上
に
紙
を

し

め

お

す

か
け
て
、
卜
木
に
て
圧
な
り
」
。

二
は
「
墨
は
鹿
角
象
牙
な
ど
を
焼
た
る
其
粉
に
、

ゑ
の
油
を
交
、
其
銅
板
に
糊
う
す
き
紙
も
て
そ
の
墨
を
よ
く
ぬ
ぐ
い
、
猶
手
も
て
よ



く
そ
の
墨
を
と
れ
ば
、
墨
そ
の
く
さ
れ
た
る
画
な
ん
ど
の
方
に
の
み
の
こ
る
な
り
、

紅
毛
の
紙
を
よ
く
水
に
て
濡
は
せ
、

ま
た
う
る
ほ
ざ
る
紙
と
二
つ
か
さ
ね
あ
は
せ

て、

銅
版
の
う
へ
に
の
せ
、

し
め
木
に
て
し
む
る
な
り
」
。
六
は
「
銅
板
お
し
方
」

の
項
を
設
け
最
も
長
い
。
イ
ン
ク
は
独
自
の
処
方
を
示
し
て
い
る
が
、
適
切
な
も
の

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
紙
は
和
蘭
陀
紙
を
よ
し
と
し
て
い
る
。
イ
ン
ク
の
詰
め
方
は

な
く
、
拭
き
取
り
方
は
銅
版
面
に
垂
直
に
立
て
た
厚
紙
に
つ
つ
ん
だ
板
で
二
三
回
ふ

き
と
る
方
法
を
述
べ
て
い
る
。
プ
レ
ス
で
刷
る
記
述
は
印
刷
す
る
紙
を
湿
し
て
お
く

こ
と
は
書
い
て
な
い
。
「
紙
を
銅
版
の
上
に
の
せ
又
其
の
上
ヘ
羅
紗
の
き
れ
か
波
羅

ジ

ヤ斯
亜
の
も
み
皮
を
か
け
、
其
上
に
て
図
の
如
き
糠
韓
へ
か
け
て
銅
板
と
紙
と
を
か
た

く
し
め
付
、
糠
輔
の
廻
る
に
随
て
銅
板
と
と
も
に
紙
を
押
出
し
抜
る
な
り
。
是
羅
紗

の
和
ら
か
な
る
に
て
板
の
彫
た
る
処
ヘ
紙
い
り
て
板
行
鮮
に
付
の
し
か
け
な
り
」
と

最
後
に
印
刷
の
原
理
を
説
明
し
て
い
る
。

銅
版
に
用
い
る
イ
ン
ク
に
つ
い
て
ボ
イ
ス
に
は
桃
の
核
、
杏
の
核
、
羊
骨
、
象
牙

か
ら
成
る
混
合
物
で
、

よ
く
焼
い
た
も
の
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
黒
と
呼
ぶ
、

と
あ

る
。
シ
ョ
メ

l
ル
七
冊
本
で
は
原
料
に
は
ふ
れ
や
す
、
単
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
く

る
と
あ
り
、
同
二
冊
本
で
は
葡
萄
酒
の
し
ぼ
り
か
す
を
焼
い
た
も
の
と
あ
る
。
イ
ン

ク
を
煉
る
溶
き
油
を
く
る
み
油
と
し
た
の
は
ボ
イ
ス
、

シ
ョ
メ

l
ル
二
冊
本
で
あ

り
、
七
冊
本
だ
け
が
く
る
み
油
を
さ
ら
に
焼
い
て
用
い
る
、

と
説
明
し
て
い
る
。
焼

い
て
粘
度
を
一
層
強
く
し
た
油
を
使
う
こ
と
は
日
本
で
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
ま
た
荏
ご
ま
の
油
は
日
本
の
油
画
に
も
使
わ
れ
た
。

し
か
し
棒
油
を
用
う
と
し

た
の
は
白
雲
の
記
述
だ
け
で
あ
る
。

銅
板
印
刷
用
の
プ
レ
ス
を
当
時
は
し
め
木
(
一
、
二
)
、

ま
た
は
糠
嘘
(
六
〉
と
呼

ん
だ
こ
と
が
判
る
が
、
白
雲
の
図
に
は
何
も
書
き
入
れ
て
な
い
。
六
の
図
は
上
下
二

蘭
書
『
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
』
と
白
雲
の
「
和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」

本
の
ロ
ー
ラ
ー
の
重
な
っ
て
い
る
こ
と
や
そ
の
間
を
動
く
台
板
の
様
子
が
判
る
構
造

解
説
図
の
趣
が
あ
る
。

白
雲
の
図
は
全
体
の
大
き
さ
が
ど
の
位
な
の
か
判
ら
な
い

が
、
頑
丈
な
枠
組
や
十
字
に
組
ん
だ
把
手
、
台
板
や
そ
の
上
に
の
せ
た
銅
板
の
状
態

な
ど
が
判
る
。

し
か
し
枠
組
の
中
央
に
立
つ
二
本
の
柱
の
聞
に
横
た
わ
る
棒
は
枠
組

の
上
部
に
あ
る
角
材
よ
り
細
く
描
い
て
あ
る
が
、
枠
の
向
う
側
に
見
え
る
十
字
型
は

回
転
さ
せ
る
た
め
の
把
手
で
あ
ろ
う
か
ら
、
円
く
は
見
え
な
い
が
、
上
の
ロ
ー
ラ
ー

を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ス
ケ
ッ
チ
風
に
描
い
て
あ
る
の
で
、
台
板
の
下
が
ど
う

い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
か
は
判
ら
な
い
。
む
き
は
異
る
が
、
図
の
全
体
は
ボ
イ

ス
の
プ
レ
ス
図
に
似
た
感
じ
を
受
け
る
。

『
彩
絵
方
』
は
全
部
で
五
一
丁
だ
が
、
墨
付
と
同
質
の
白
紙
が
前
後
に
綴
じ
つ
け

て
あ
り
、
中
に
白
紙
の
ま
ま
の
も
の
が
三
丁
半
ほ
ど
入
っ
て
い
る
。
題
祭
、
表
題
等

今
ι
h
h
t
h

、O

K
V
4
/
l
v
 

一
丁
の
始
め
に
彩
絵
方
と
あ
り
、
次
行
か
ら
絵
具
の
名
称
が
書
き
連
ね
て

あ
る
。
記
録
は
三
丁
か
ら
始
ま
る
が
、
項
目
数
は
二
百
五
十
余
。
絵
具
顔
料
関
係
の

項
目
が
、
製
法
、
彩
色
法
を
含
め
て
最
も
多
い
。
項
目
数
は
少
な
い
が
筆
等
の
用
具

関
係
も
あ
る
。
作
画
法
、
写
生
法
の
記
事
、
終
り
の
方
に
表
具
関
係
が
三
丁
以
上
挿

画
を
入
れ
て
述
べ
て
あ
る
。
挿
画
と
い
え
ば
そ
の
個
所
の
掛
軸
の
い
ろ
い
ろ
な
表
装

状
態
を
示
し
た
も
の
、
前
出
の
プ
レ
ス
図
の
他
に
「
真
景
遠
近
大
小
ヲ
計
ル
法
」

片
限
を
つ
ぶ
り
、
右
手
に
筆
の
軸
を
垂
直
に
立
て
て
見
て
い
る
半
身
像
や
、
「
縮
画

法
」
に
は
別
紙
に
描
い
た
二
枚
が
綴
じ
込
ん
で
あ
る
。
小
さ
な
図
は
文
章
の
中
に
は

め
こ
ん
だ
も
の
が
数
個
あ
る
。

そ
の
一
つ
に
鍋
の
図
が
あ
り
、
「
製
螺
青
法
」
と
し
た
見
出
し
の
下
に
善
吉
伝
法
と

あ
る
。
善
吉
と
は
松
平
定
信
に
召
抱
え
ら
れ
た
亜
欧
堂
田
善
(
一
七
四
八
l
一
八
二
二
)

の
本
名
で
あ
る
。

『
彩
絵
方
』
に
は
そ
の
よ
う
に
諸
家
の
秘
法
、
伝
法
と
書
い
た
項
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が
五
二
項
目
あ
る
。
最
も
多
い
の
が
写
山
楼
ハ
谷
文
晃
)
の
九
項
、
そ
れ
に
次
い
て
善

吉
が
六
項
、
応
挙
、
土
佐
家
の
各
四
項
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

陽
山
人
(
中
山
氏
〉
、

一
項
ず
つ
の
中
に
は
高

(
一
一
一
一
)

長
崎
吉
雄
家
、
莱
霞
(
木
村
莱
霞
堂
〉
な
ど
も
あ
る
。
白
雲
は
須

賀
川
、
白
河
に
住
ん
だ
僧
侶
で
あ
っ
た
が
、
松
平
定
信
の
春
顧
を
著
し
く
蒙
っ
た
時

代
が
あ
り
、
松
平
家
の
内
寺
白
河
の
東
林
寺
の
住
職
に
も
な
っ
た
。
ま
た
定
信
に
命

じ
ら
れ
て
集
古
十
種
〈
寛
政
十
二
年
完
成
)
の
一
編
纂
に
加
わ
っ
た
。
編
纂
者
に
は
谷
文

日
兆
が
い
た
。
資
料
蒐
集
の
た
め
文
晃
は
寛
政
八
年
京
畿
地
方
を
訪
れ
た
こ
と
が
莱
霞

堂
日
記
に
あ
り
、
白
雲
の
西
国
方
面
の
探
訪
旅
行
は
十
一
年
に
行
わ
れ
た
。
白
雲
の

旅
行
は
主
目
的
で
あ
る
全
国
古
社
寺
の
文
化
財
の
調
査
を
果
し
た
だ
け
で
は
な
く
、

途
中
の
風
景
を
写
生
し
て
画
冊
を
遺
し
、
西
国
の
文
人
画
家
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
翌
十
二
年
に
ま
た
出
掛
け
て
い
る
。

白
雲
は
作
画
上
文
目
兆
と
の
相
互
影
響
が
指
摘
さ
れ
、

ま
た
諸
流
派
の
長
所
を
学
び

と
る
こ
と
に
努
め
た
だ
け
で
な
く
写
生
を
重
ん
じ
た
。
『
彩
絵
方
』
に
写
得
生
意
法
、

写
生
法
、
前
出
の
真
景
遠
近
大
小
ヲ
計
ル
法
の
項
が
あ
る
こ
と
は
そ
れ
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
諸
家
の
伝
法
の
記
録
の
多
い
こ
と
も
そ
の
熱
心
な
態
度
の
一
端
を
表
わ
す

も
の
で
あ
ろ
う
。
亜
欧
堂
田
善
と
の
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
は
善
吉
伝
法
が
文
目
兆
に
次

い
で
多
い
こ
と
か
ら
も
偲
ば
れ
る
が
、

さ
ら
に
深
か
っ
た
の
が
田
善
の
弟
子
の
一
人

で
も
あ
っ
た
安
田
駅
(
文
政
十
年
一
八
二
七
没

四
四
歳
〉
で
あ
る
。
白
雲
に
随
従
し
て
諸

国
を
巡
歴
し
、
白
雲
の
死
の
一
年
前
の
文
政
七
年
に
白
雲
の
画
像
を
描
い
た
。
田
駅

の
銅
版
画
も
遺
っ
て
い
る
。

「
和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」

の
内
容
は
田
駅
か
ら
得
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
む
し
ろ
田

善
か
ら
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
岩
橋
章
山
(
文
久
元
年
生
、
昭
和
十
八
年
没
、
銅
版

〈
一
四
〉

画
家
岩
橋
教
章
の
長
男
)
の
書
い
た
「
日
本
の
銅
版
」

の
中
に

「
田
善
は
丹
禁
に
鼠
の

糞
を
交
え
た
る
水
を
掛
け
て
腐
蝕
し
た
と
い
ふ
」
と
書
い
て
い
る
。
何
処
か
ら
得
た
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か
明
か
で
な
い
が
、
白
雲
の
書
い
た
丹
察
、
ヱ
ン
シ
ョ
ウ
、
鼠
フ
ン
と
し
た
の
に
似
て

い
る
。
プ
レ
ス
の
ス
ケ
ッ
チ
の
方
は
と
い
え
ば
、
白
雲
が
探
訪
旅
行
か
ら
帰
府
し
、

復
命
の
た
め
定
信
を
訪
れ
た
際
、

田
善
の
銅
版
工
一
房
で
得
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像

さ
れ
る
。
『
永
田
由
緒
』
に
よ
れ
ば
、
寛
政
十
年
定
信
の
命
で
江
戸
屋
敷
に
上
京
し
て

か
ら
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
定
信
の
『
退
閑
雑
記
』
後
編
巻
一
の
十
九

項
目
の
「
予
が
領
中
須
賀
川
に
善
吉
と
い
ふ
商
家
あ
り
。
(
中
略
)
こ
の
者
の
志
す
ぐ

れ
け
れ
ば
、

か
の
谷
文
目
兆
の
弟
子
に
し
け
る
。
今
い
ろ
い
ろ
の
紙
に
銅
板
ま
た
は
木

理
な
ど
摺
出
し
ぬ
る
も
こ
の
も
の
な
り
。
(
以
下
略
〉
。
」
と
あ
る
。
『
退
閑
雑
記
』
は
寛

政
六
年
か
ら
書
き
初
め
、

一、

二
巻
を
書
い
て
か
ら
八
年
の
初
夏
脚
気
を
患
っ
て
閑

居
し
て
い
た
頃
書
き
継
い
で
九
年
二
月
成
稿
(
以
上
序
文
〉
、

正
編
が
成
っ
て
か
ら
、

す
ぐ
書
き
つ
、
ぎ
、
寛
政
十
二
年
に
後
編
四
巻
を
書
き
上
げ
た
。
後
編
は
ほ
ぼ
年
次
を

追
っ
て
書
き
上
げ
た
(
続
日
本
随
筆
大
成
六
解
題
〉
。
同
巻
の
十
七
項
は
寛
政
八
年
の
出

来
事
を
「
去
年
特
服
一
臥
」
と
記
し
、
二
一
項
に
は
寛
政
九
の
年
、
さ
っ
き
十
あ
ま
り

四
日
」
と
年
月
日
が
書
き
つ
け
て
あ
る
。
順
序
通
り
だ
と
す
れ
ば
、
寛
政
九
年
四
月

か
五
月
始
め
頃
の
記
事
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

回
並
辛
口
は
そ
の
頃
に
は
銅
板
を
刷
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
『
永
田
由
緒
』
よ
り
は
君
主
で
あ
っ
た
定
信
の
記
事
の

方
が
信
用
す
る
に
足
り
よ
う
。
な
お
つ
い
で
に
述
べ
れ
ば
、
前
に
度
々
引
用
し
た
腐

蝕
銅
版
画
製
作
に
つ
い
て
述
べ
た
項
は
正
一
編
巻
之
二
の
五
項
目
に
あ
る
が
、
始
め
の

第
一
項
に
去
年
と
あ
り
、
三
項
目
に
「
同
じ
と
し
正
月
十
日
」
と
あ
っ
て
江
戸
の
大

火
の
記
述
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
は
七
年
に
な
っ
て
か
ら
の
記
述
で
あ
る
。

な
お
十
項
に
六
年
四
月
十
日
、

十
八
項
に
六
年
、

二
十
項
が
七
年
元
旦
が
出
て
く

る
。
巻
之
二
、

こ
と
に
第
五
項
は
寛
政
七
年
に
な
っ
て
か
ら
の
記
録
と
考
え
ら
れ



る。
『
永
田
由
緒
』
で
は

「
彼
は
公
に
請
い
て
斯
術
研
究
の
為
め
に
長
崎
に
向
っ
て
発

足
せ
り
。
時
に
寛
政
十
一
年
な
り
き
。
」
と
あ
る
。

一
方
田
善
に
は
「
銅
版
下
画
乗

馬
図
帖
」
が
現
存
(
須
賀
川
市
立
博
物
館
)
す
る
。

そ
れ
は
リ

l
デ

ィ

ン

ガ

l
作
の
銅

版
画
帖
「
各
国
乗
馬
図
帖
」
三
二
点
(
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
〉
の
模
写
で
あ
る
。
現
在

そ
れ
に
は
七
枚
失
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
図
帖
の
五
点
に
年
記
が
見
ら
れ
る
。
(
頭

書
の
番
号
は
図
帖
番
号
)

戊
未
四
月
品
川
日

戊
未
四
月
品
川
日

戊
四
月
品
川
日

五

戊
未
四
月
品
川
日

_t_. -
/'¥ 二二

七

五
月
一
日

し
か
し
右
の
干
支
は
和
暦
に
な
い
。
戊
が
正
し
け
れ
ば
戊
午
と
な
り
寛
政
十
年
、
未

を
正
し
い
と
す
れ
ば
己
未
が
寛
政
十
一
年
で
あ
る
。
十
干
は
略
し
て
も
十
二
支
は
略

さ
な
い
の
が
原
則
と
い
わ
れ
、
え
と
を
使
っ
て
表
わ
し
た
方
が
よ
り
一
般
的
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
方
を
正
し
い
と
す
れ
ば
、
模
写
は
寛
政
十
一
年
四
月
末
か
ら
五
月
始

め
頃
描
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
田
善
の
長
崎
行
は
全
く
否
定
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な

い
が
、
寛
政
十
一
年
に
行
っ
た
か
ど
う
か
は
確
証
は
な
い
。
少
く
と
も
同
年
前
半
に

出
発
し
て
い
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
前
述
の
よ
う
に
白
雲
の
記
述
の

由
来
に
つ
い
て
想
像
を
遅
し
く
し
た
次
第
で
あ
る
。

な
お
『
彩
絵
方
』
に
は
「
和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」
の
直
前
の
項
に
「
和
蘭
陀
粉
霊
法
」

(
挿
図
3
右
側
の
ペ
ー
ジ
)
が
あ
る
。
和
蘭
陀
を
冠
し
た
項
は
そ
の
二
項
、
だ
け
で
あ
る
。

粉
画
法
の
記
述
は
短
く
、
簡
略
す
ぎ
て
判
り
難
い
が
、

ま
ず
も
み
革
を
板
に
張
っ

て
乾
き
お
わ
っ
て
か
ら
竹
筆
(
ヘ
ラ
)

で
大
概
を
約
し
、
下
絵
を
墨
で
書
い
て
も
よ

く
、
而
る
後
五
彩
を
摺
り
付
け
、
硝
子
板
に
曇
り
を
か
け
、
上
ヘ
額
縁
を
懸
け
用
い

蘭
書
『
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
』
と
白
雲
の
「
和
蘭
陀
銅
板
絵
法
」

る
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
硝
子
板
に
曇
を
か
け
と
あ
る
の
は
不
分
明
だ
。

し
か
し
そ

(
一
五
)

れ
は
シ
ョ
メ

l
ル
を
翻
訳
し
た
『
厚
生
新
編
』
第
四
十
一
巻
雑
集
に
あ
る
「
細
紫
画
」

と
あ
る
項
と
同
じ
内
容
の
こ
と
を
聞
き
書
き
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
訳
文
の
始
め
に
「
こ
れ
は
種
々
の
色
糸
を
細
か
に
剣
み
て
細
き
紋
紫
と
為
し
、

こ
れ
に
て
草
花
鳥
虫
を
西
洋
布
に
画
く
の
法
な
り
。
此
の
画
は
多
く
扉
障
壇
、
床
椅

に
画
く
な
り
」
と
あ
る
。
そ
し
て
其
法
と
し
て
一

ア
プ
ラ
エ
ノ
グ

塗
質
に
油
顔
料
、
と
あ
る
。
白
雲
は
一
を
も
み
革
と
し
、

西
洋
布
、

種
々
の
色
糸
の

こ
を
単
に
五

細
紙
、
三

彩
と
の
み
書
い
た
も
の
と
思
う
。
後
は
理
解
で
き
な
い
が
、

ゴ

ム

シ
」
と
最
後
に
あ
る
。
訳
文
に
あ
る
「
護
諜
水
、
謬
水
を
引
き
か
た
め
て
云
々
」
と

「
ヲ
子
ハ
ヲ
楓
ト
引
ベ

あ
る
の
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ヲ
子
ハ
は
お
ね
ば
、
御
粘
で
飯
を
炊
い
た
時

溢
れ
出
る
浩
液
状
の
汁
、
あ
る
い
は
水
量
を
多
く
し
て
た
い
た
飯
か
ら
取
っ
た
粘
液

状
の
汁
と
あ
る
が
、

そ
れ
を
謬
水
代
わ
り
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の

項
の
訳
者
宇
田
川
格
庵
は
按
記
し
て
、
こ
の
法
は
こ
の
国
に
な
い
が
、
流
行
し
た
な

ラ

シ

ャ

モ

γ
ギ

ら
ば
面
白
か
ろ
う
。
値
の
高
い
羅
紗
紋
様
と
い
う
の
が
あ
る
が
、

こ
の
画
法
で
作
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

な
ど
と
見
て
い
る
。

定
信
は
『
退
閑
雑
記
』
正
編
で
シ
ョ
メ

l
ル
か
ら
卵
の
人
工
解
化
の
方
法
な
ど
を

書
い
て
い
る
。
白
雲
の
和
蘭
陀
を
冠
し
た
絵
法
は
定
信
の
周
辺
か
ら
取
材
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

註
(
一
)
写
本
の
ま
ま
伝
存
。
宮
内
庁
書
陵
部
本
と
神
戸
市
立
南
蛮
美
術
館
本
と
が
あ
る
。
拙
稿
「
司
馬
江

漢
著
『
お
ら
ん
だ
俗
話
』
」
(
有
坂
隆
道
編
『
日
本
洋
学
史
の
研
究
町
』
昭
和
五
二
年
七
月
創
元
社

刊
〉
に
両
写
本
を
対
校
翻
刻
し
解
説
を
付
し
た
。

つ
5
T
L
O
B
S
の
問
。
ロ
印
同
rmwrEE
に
は
一
七
六
四
l
五
年
の
版
が
あ
る
が
、
一
、
二
巻
が
あ
る
の
み

で
、
一
七
七
O

|
八
八
年
の
方
が
内
容
が
増
え
て
い
る
。
前
者
は
第
一
巻
七
六
章
、
二
巻
一
八
九

章
。
後
者
は
第
一
巻
八
六
章
、
二
巻
一
八
九
、
三
巻
七
三
、
四
巻
二
三
五
。
前
者
は
別
著
者
の
奇
術

の
本
と
合
冊
製
本
し
て
一
本
と
し
て
あ
る
。
山
村
才
助
著
は
原
本
の
第
三
巻
か
ら
も
引
用
し
て
い
る
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の
で
後
者
に
依
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

会
一
〉
山
村
才
助
著
『
西
洋
雑
話
』
に
引
用
翻
訳
し
た
章
と

F
H
L
O
B
S
の
問
。
5
己

S
E
S
H
の
巻
と

章。1
巻
三

長
い
間
信
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
現
代
の
研
究
で
は
一
四
四

0
年
代
か
ら
凹
版
印
刷
は
ラ
イ
ン
川
流
域

で
始
ま
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

カ
ロ
同
仰
の
門
戸
出
命
的
。
包
-o同

H
S
N
1
5
8
フ
ラ
ン
ス
、
ナ
ン
シ
1
で
生
れ
、
ロ
ー
マ
、
ブ
ィ
レ
シ

γ

ェ
、
パ
リ
で
過
し
、
ナ
シ
シ
1
に
帰
っ
て
死
ん
だ
が
、
エ
ッ
チ
ン
グ
の
歴
史
で
傑
出
し
た
里
程
標
と

も
エ
ッ
チ
シ
グ
と
線
の
彫
刻
と
の
結
合
で
も
注
目
さ
れ
た
。
コ
ン
ス
ト
カ
ピ
ネ
ッ
ト
で
も
評
価
さ
れ

て
い
る
。

(
九
〉
蘭
書
の
記
述
ボ
イ
ス
、
シ
ヨ
メ
1
ル
の
辞
典
類
に
載
っ
て
い
る
銅
版
画
技
法
に
関
す
る
項
目
の

和
文
全
訳
は
拙
著
『
日
本
銅
版
画
の
研
究
近
世
』
(
昭
和
四
九
年
美
術
出
版
社
〉
第
三
部
I
オ
ラ
ン

ダ
語
の
文
献
参
照
。

〈一

O
〉
註
(
四
〉
参
照
。

(
一
一
〉
八
種
註
(
九
〉
の
拙
著
の

E
国
内
で
の
刊
本
写
本
中
に
全
文
掲
載
。

(
二
一
)
実
験
註
(
九
)
の
拙
著
第
二
部
二
、
こ
と
に
「
漆
に
関
す
る
実
験
」
一
八
五

l
一
八
八
ベ

1

ジ
参
照
。

ハ
一
一
二
〉
白
雲
西
村
貞
「
董
僧
白
雲
と
そ
の
写
生
図
巻
に
つ
い
て
」
『
日
本
初
期
洋
画
の
研
究
』
昭
和

一
二
年
再
版
。
全
国
書
房
刊
。

(
一
四
)
「
日
本
の
銅
版
」
は
月
刊
『
エ
ッ
チ
ン
グ
』
八
五
、
八
六
、
八
七
、
八
八
、
八
九
、
昭
和
十
四

年
十
一
月
以
降
の
各
号
に
掲
載
。

拙
著
第
二
部
I
腐
蝕
薬
二
ハ
九
|
一
八
一
ペ
ー
ジ
、
な
お
鼠
糞
に
つ
い
て
は
一
七
九
、
一
八

0
ペ

ー
ジ
参
照
。

(
一
五
)
細
袈
画
の
シ
ヨ
メ
ー
ル
で
の
見
出
し
語
は
阿
凶
器
片
0
2・JSHr
つ
ま
り
∞
ROOF-dgHr
と
あ
り
、

ば
ら
ま
く
、
と
か
、
振
り
か
け
る
作
業
と
い
う
意
で
、
細
繋
画
は
内
容
か
ら
の
意
訳
に
な
る
。

犬
馬
諸
獣
年
を
経
る
と
い
へ
ど
も
小
な
る
こ
と
初
生
の
如
く
な

ら

し

む

る

の

説

同

0
5
F
ω
σ
5
2
H
l凶口同

2
巻
四
十
三
水
蛇
の
説

h

H

H

H

l
凶
ロ
ロ

3
巻

四

十

困

難

石

の

説

グ

ロ

l
u
内同

4
巻
四
十
九
薬
を
服
せ
ず
し
て
よ
く
飲
食
を
す
す
む
る
法

H

H

H

l

〈

5
巻
四
二
十
蓄
積
を
し
て
香
鼠
な
ら
し
む
る
法

U

H

l

凶
口

6
巻
四
廿
卵
中
に
文
字
を
書
す
る
の
法

H

H

H

l

〈同

7
巻
四
廿
二
石
上
に
文
字
を
な
す
法

H

H

H

!

の
〈
口

8
巻
四
廿
三
金
の
量
を
重
く
す
る
法

HH

口同
l(UF〈同

(
四
〉
拙
稿
「
江
戸
期
伝
来
の
美
術
関
係
蘭
書
二
種
」
上
、
古
美
術
五
三
号
一
九
七
七
、
七
、
三
彩
社

(
五
〉
フ
ィ
ラ
メ
ナ
〈
H
F
F〉
露
出

vzp
句

E
2
2
8・
ロ
ー
マ
で
一
五
七
六
年
か
ら
一
七
世
紀
始
め
頃
ま

で
盛
ん
に
活
動
し
た
が
、
カ
ル
ラ
ッ
チ
に
は
及
ば
な
か
っ
た
彫
刻
銅
版
画
家
。

オ
ウ
ガ
ス
テ
ィ
ン
・
カ
ル
ラ
ッ
チ
〉
a

g守口

(Uω
口
R
E
H
g吋
1
5
0
N

彫
刻
銅
版
画
の
線
の

独
自
の
使
い
方
を
工
夫
し
、
マ
ル
カ
ン
ト
ニ
オ
宮
R
O
B
Z
E
P
H
N
a
B
o
z
-
E
g
l
H
8
0
濁

の

晩
年
の
彫
刻
法
を
再
浮
上
さ
せ
、
ホ
ル
チ
ウ
ス
ハ
註
六
参
照
〉
の
強
さ
と
は
ま
た
別
の
方
法
を
使
っ

た
。
最
良
の
作
品
は
彼
自
身
の
オ
リ
グ
ナ
ル
で
あ
る
が
、

(UO口
om-0・
d
g
p
M
v
g
-
〈
2
0
5
8

の
絵
画
作
品
の
複
製
を
大
量
に
作
っ
た
。

(
六
〉
ホ
ル
チ
ウ
ス
同
g
円四ユ
r
o
o
-
E
5
5印∞
1
5
5

擬
古
典
主
義
者
の
主
と
い
わ
れ
、
明
暗
の
調

子
や
物
体
の
質
感
表
現
に
彫
刻
万
の
威
力
を
最
も
発
揮
し
た
と
評
価
さ
れ
る
。

ミ
ュ
ラ
1

守
口
冨
己
-O吋

H勾
弓
l
g
N印
癌
ホ
ル
チ
ウ
ス
の
弟
子
の
一
人
。
ピ
ュ
ラ
ン
〈
彫
刻

万
)
の
妙
手
。

ル
カ
ス
.
キ
リ
ア
ン
戸
r戸μ

の
一
人
、
弟
d司
〈
。
忌
}
民
内
∞
哲
釦
ロ
認
∞
と
共
に
イ
タ
リ
ア
に
学
ぴ
、
イ
タ
リ
ア
の
巨
匠
た
ち
の
絵
か
ら
大
量
に

複
製
版
画
を
作
っ
た
。

(
七
〉
ホ
ル
ス
タ
1

マ
ン
ぐ
OH印昨日目白
P
F
5
2
H
S印
1
5
3
溜

ル

1
ペ
ン
ス
の
工
房
に
入
っ
た
が

短
期
間
で
離
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
一
六
二
四

l
三
O
年
ま
で
い
た
後
フ
ァ
ン
・
デ
イ
ク
派
に
学
ぶ
。

ル
1
ペ
ン
ス
、
フ
ァ
ン
・
デ
イ
ク
を
始
め
諸
家
の
複
製
版
画
を
作
っ
た
。

ポ
ル
ス
ヴ
ェ
ル
ト
回
o
-
2
3円
グ
回
忌
巳
g
k
F円宮目白

H印∞。
lHahp
と
印
。
『
巴
百
〉
円
円
山
口
g

H日∞∞
l

g
g
の
二
人
の
兄
弟
は
ル
1
ペ
ン
ス
の
工
一
房
で
学
ば
な
か
っ
た
が
、
ル
1
・
ヘ
シ
ス
の
作
品
の
力
強

い
複
製
版
画
を
多
作
し
た
。
当
時
は
ル
1
ペ
ン
ス
と
フ
ァ
ン
・
デ
イ
ク
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
方
向

が
続
い
た
複
製
彫
刻
版
画
家
た
ち
の
時
代
だ
っ
た
。

(
八
〉
マ
ソ
・
フ
ィ
ニ
グ
ェ
ラ
宮
g
o
出
巳
m
o
H
H
ω
E
N∞
l
E
E

フ
ィ
レ
ン
付
ノ
ェ
の
金
細
工
師
。
彫
版

家
。
一
四
六

O
年
金
属
板
か
ら
印
刷
し
た
始
ま
り
、
と
い
う
説
は
ヴ
ァ
ザ
リ
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
、

七
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